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―

行政改革指針・重点課題 　― 一般会計

法定受託事務の有無 予算区分（款 － 項 － 目）

その他（関係計画、要綱等） 長久手市地域防災計画、長久手市防災士資格取得費助成事業実施要綱 2-1-14 防災費

事業開始の背景、経緯等 災害時における市民の安全を守るため、防災力の向上を図る。

（両者と協働不可の場合はその理由）

①事業内容
（どんな活動を行うのか）

②アウトプット【活動指標】
（活動の結果、どうなるのか）

③中間アウトカム【成果指標】
（対象はどうなるのか）

④最終アウトカム
（市としてどうなるのか）

　　市民

防災力の向上を図るため、防災士
の育成促進、防災関係施設・機材
の整備・点検、備蓄食料品の購入
などを行う。

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
(2019) (2020) (2021) (2022) (2023)

予算 26,422 26,252 28,401 63,977 33,131

決算 26,618 37,514 24,208 62,831 -

人件費(B) 千円 決算 6,164 7,608 8,263 8,184 -

総コスト(C)＝(A＋B) 千円 決算 32,782 45,122 32,471 71,015 -

事業対象の数(D)
（R5年度は想定数）

人 59,500 60,000 60,300 60,500 60,800

対象あたりコスト（C/D)の
過去３年平均値

千円 1 1 1 1

中間アウトカム【成果指標】の数値設定
（事業の意図を反映する指標）

市内防災士等が講師を務めた防災講習会
等の実施回数

回 16 18 20

（指標の設定根拠） （数値目標の根拠：調査名、調査年など出典）

市内防災士等が講師を務める防災講習会等は、市民である防災士等が講師となり、
市民に対して講習を行うものであり、その実施回数は市民の防災力向上を図ること
ができる指標であるため。

令和4年度は、月に1回以上実施という多数の結果となった。今後も
多数の実施を目標とする。

（活動のエピソード、コメント、特記事項など）

コロナ禍であった令和2年度は3回、令和3年度は5回の実施に留まっていたが、令和4年度は月に1回以上というハイペース
での実施となり、計16回もの実施となった。

（改善が必要なこと、改善の方法など）

防災講習会等をよりよい内容とするため、講師である市内防災士等がスキルアップを図ることができるよう、市として支援し
ていく必要がある。

（事業の成果を高めるための事業の方向性）

市内防災士等に今後も積極的に講師を務めてもらうことで、市民の防災力向上や、「まちは自分で守る」という意識の醸成に繋げていく。
また、講師である市内防災士等がスキルアップを図ることができるよう、市から防災情報を提供したり、講座や研修等を紹介したりしていく。
市内防災士等が講師を務めた防災講習会等の実施回数については、令和14年度までに20回／年度を目指す。

市民・民間事業者との
連携協働の可能性

両者と協働可

（
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

）

事
業
フ
ロ
ー

防災士の育成促進のため、市
内防災士等に防災講習会等
の講師を務めてもらう。

市民である防災士等が、市民
に対して講習を行うことで、
「まちは自分で守る」という意
識の醸成に繋がり、防災力が
向上する。

市内防災士等が講師を務め
た防災講習会等の実施回数
が増加する。

項目 単位 区分

事業費(A) 千円

進
捗
状
況

単位
【現状】

R4年度（2022）年実績
【目標①】

R9年度（2027）年実績
【目標②】

R14年度（2032）年実績

振
り
返
り

事業開始からの経緯など
自治会等からの防災講習会の申込に対し、以前は市職員で対応していたが、令和2年度より、市内防災士等からなる団体に
講師を務めてもらうことで、防災士等の活動の場となるとともに、市民が市民に対して講習する形となるため、「まちは自分で
守る」という意識の醸成にも繋がることとなった。

令和４年度の成果

改善ポイント

今
後

今後の
方向性

基
本
情
報

コ
ス
ト
推
移

【誰を対象に】

【目的】

【今後の目標】

事務事業① 防災士育成促進事業

活動指標 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

（事務事業の具体的な活動の指標） (2022) (2023) (2024) (2025) (2026)

見込 24 48 51 51 54

実績 47

見込 12 15 15 15 15

実績 1

見込

実績

＜備考：活動の概要（R４年度(2022)）＞

コスト投入 現状維持

事務事業②

活動指標 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

（事務事業の具体的な活動の指標） (2022) (2023) (2024) (2025) (2026)

見込

実績

見込

実績

見込

実績

＜備考：活動の概要（R４年度(2022)）＞

コスト投入

事務事業③

活動指標 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

(2022) (2023) (2024) (2025) (2026)

実績

見込

実績

見込

実績

＜備考：活動の概要（R４年度(2022)）＞

コスト投入

単位 区分

(1)
運営に携わる市民の人数

（防災講習会等で講師を務めた
市内防災士等の人数）

人

(2)
【アクションプラン】

防災士資格取得の助成件数
【単年】

件

(3)

今後の方向性 拡充

防災講習会等で講師を務めた市内防災士等の人数（運営に携わる市民の人数）について、令和4年度は16回
の講習会等で計47人の実績となった。今後も講習会等1回あたり3人程度を見込む。

単位 区分

(1) 運営に携わる市民の人数 人

(2)
【アクションプラン（総合計画）の

指定の指標】

(3)

今後の方向性

区分

(1) 運営に携わる市民の人数 人

(2)
【アクションプラン（総合計画）の

指定の指標】

(3)

今後の方向性

事
業
を
構
成
す
る
事
務
事
業
①

事
業
を
構
成
す
る
事
務
事
業
②

事
業
を
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成
す
る
事
務
事
業
③


